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クラブの目的は東京天文台で働く職員の親睦であり、台長初め職員すべてが参加した組織

であった。台長も入っているということは、まあ、御用組織である。そこで組合の青年部

が職員の親睦は組合の青年部がやろうという運動に与した責任をとって東京天文台クラブ

を辞めたのであった。組合の青年部による東京天文台クラブ潰しの集会には時の大物教授

もやって来てこの運動に反対し、この反乱は失敗したのである。 

かといって野球を辞めることはできず、クラブの目的が親睦を目的にしているなら、非

クラブ員だって皆と野球を楽しんでもよかろうという論理で昼休みの野球、対外試合にも

参加していた。それでも控え目に誰も使わなくなった古いグローブを修理して使わせても

らっていたが、その内、野球部の非正規メンバーであるにもかかわらず、監督をやること

になり、そのことに立腹の御仁もいて、「非クラブ員が監督とは！」と表立って非難され

ていた昔があった。 

今でも、野球部の古いグローブの修理を引き受けているのである。革ひもの懐かしさと

ともに、古い時代の思い出である。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


